
『栽培経済問答新誌』
号 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考

1 1881 12 20 標題五十箇条　コノ論題終ルニ随テ改メテ読題ヲ出ス 第16号まで毎号冒頭に掲載
1 1881 12 20 栽培経済ト名ケタル題号ノ説 １丁表
1 1881 12 20 正説科 第一ニ荒野ニ六益有ルノ説 ３丁裏
1 1881 12 20 問答科 〔第一ノ問ニ曰ク曲ガレル物ヲ…〕 ４丁裏
1 1881 12 20 問答科 〔第二ノ問ニ曰ク青砥左衛門…〕 ４丁裏
1 1881 12 20 雑説科 〔近来世上ニ馬脾風トイヘル小児…〕 ４丁裏
1 1881 12 20 雑説科 〔モシ人火傷イタシタルトキハ…〕 ５丁表
1 1881 12 20 雑説科 〔古ヨリ秋茄子嫁ニ食ハスナト…〕 ５丁表
1 1881 12 20 雑説科 〔母親ノコトヲ御袋ト云ハイカナル…〕 ５丁裏
2 1881 1 3 標題五十箇条
2 1882 1 3 〔新誌ノ説ノ都合ニヨリテ或ハ問答科…〕 １丁表
2 1882 1 3 〔標題ノ五十箇条モ亦或ハ正説科ニ…〕 １丁表
2 1882 1 3 問答科 〔第三問ニ曰ク近年交易問答…〕 １丁表
2 1882 1 3 雑説科 〔昔人面瘡ヲ患フモノアリ…〕 １丁表
2 1882 1 3 正説科 第二ニ国ノ宝ハ土ニ及ブモノ無ガ如シノ説 ２丁表
3 1882 1 7 標題五十箇条
3 1882 1 7 二号ノ余論　正説科　第二ニ国ノ宝ハ土ニ及ブモノ無ガ如シノ説

余論
１丁表

3 1882 1 7 正説科 第三ニ国ヲ富スハ病ヲ治ヤスニ同シノ説 ３丁表
4 1882 1 10 標題五十箇条
4 1882 1 10 正説科 第三号ノ余論 １丁表
4 1882 1 10 問答科 〔問テ曰ク我日本ト西洋トハ…〕 ４丁裏
4 1882 1 10 問答科 〔問テ曰クサテ世ニ名高イ語ハ…〕 ４丁裏
4 1882 1 10 雑説科 〔行住座臥ノ四ハ人ノ身ニ於テ…〕 ５丁表
5 1882 1 16 標題五十箇条
5 1882 1 16 正説科 第三号ノ国ヲ富スハ病ヲ治スルニ同シノ余論 １丁表
5 1882 1 16 問答科 〔第五ノ問ニ曰ク第一号ノ経済ニ…〕 ４丁裏 「第一号ノ問今以テ諸家ノ答ナキユヘ本誌ニ自答ヲ出ス筈ナレ

トモ論説ノ都合ニヨリ第六号ニ自答ヲ出ス」との但し書きあり。
5 1882 1 16 雑説科 〔モシ毒蛇ニ噛マレタルトキハ…〕 ５丁表
5 1882 1 16 雑説科 〔関口竹香光氏ノ投書ニ曰ク…〕 ５丁表
5 1882 1 16 左伝ノ風馬牛ノ疑ヒヲ解ク千載未発ノ論 佐田介石 ５丁表
6 1882 1 16 論題五十ヶ条
6 1882 1 19 正説科 第三号ノ国ヲ富スハ病ヲ治スルニ同シノ余論 １丁表
6 1882 1 19 問答科 第一問ノ答 ４丁裏
6 1882 1 19 雑説科 本社ノ社名ヲ曳尾ト名ケタル説 ５丁裏
7 1882 1 22 論題五十ヶ条
7 1882 1 22 正説科 第三号ノ余論 １丁表
7 1882 1 22 問答科 第一号ノ第二問ノ答 ３丁表
7 1882 1 22 雑説科 栽培経済問答新誌開業式祝文 ４丁表
7 1882 1 22 正説科 第四ニ大害ハ大益に似たるの説　五十ヶ条ノ第四ノ論題 ５丁表
8 1882 1 30 論題五十ヶ条
8 1882 1 30 栽培経済問答新誌ヲ読ム人ノ心得 １丁表
8 1882 1 30 正説科 第七号ノ大害ハ大益に似たるの説ノ余論 １丁裏
8 1882 1 30 問答科 〔第二号ノ第三問ニ曰ク…〕 ３丁裏
8 1882 1 30 雑説科 曳尾社ノ社名ノ余論 ５丁表
8 1882 1 30 雑説科 雪隠ノ説 ５丁裏
8 1882 1 30 雑説科 天邪鬼奴ノ説 ５丁裏
9 1882 2 3 論題五十ヶ条
9 1882 2 3 問答科 第四問ノ答　五十ヶ条ノ標題ノ中ノ西洋ト日本ト風俗ノ替ハルト

云標題ナリ
１丁表

9 1882 2 3 正説科 世に無用の物無しの説　五十ヶ条ノ標題ノ中ノ第五ヶ条ナリ ３丁裏
9 1882 2 3 雑説科 〔城ノ名ヲ天守ト名クル説〕 ５丁表
9 1882 2 3 雑説科 犬ノ説 ５丁表
9 1882 2 3 正誤第七号 ５丁裏
10 1882 2 7 論題五十ヶ条
10 1882 2 7 正説科 ランプノ為ニ国産ノ品潰レタルモノ百三十一種アルノ説 １丁表
10 1882 2 7 問答科 浩然之気ノ答　初ニ諸氏ノ答後ニ社ノ自答 ４丁表
10 1882 2 7 問答科 問ノ部　標題五十ヶ条中ノ第十一ヶ条ヲ問 ５丁表
10 1882 2 7 雑説科 ヤンヤアノ説 ５丁表
10 1882 2 7 雑説科 虱北ニ向フノ説 ５丁裏
11 1882 2 12 論題五十ヶ条
11 1882 2 12 正説科 第九号の世に無用の物なきの余論 １丁表
11 1882 2 12 問答科 問ノ部 ３丁裏
11 1882 2 12 雑説科 〔さて前の九号の新誌の中に…〕 ３丁裏
11 1882 2 12 近年故い語バを濫りに易るハ大に宜しからざる論 ４丁裏
11 1882 2 12 正誤第八号/第九号/第十号 ５丁裏
12 1882 2 15 論題五十ヶ条
12 1882 2 15 正税科 七ッに金貨は気血に同じといへる説　五十ヶ条中の標題 １丁表 種別に「税」とあるのは「説」の間違いヵ
12 1882 2 15 問答科 〔問て曰く人力車或ハ馬車ハ…〕 ３丁表
12 1882 2 15 問答科 〔問て曰く第九号の新誌の中に…〕 ３丁表
12 1882 2 15 問答科 〔問て曰く今日人の知識を…〕 ３丁表
12 1882 2 15 問答科 答の部　泥淵を以て経済の品とするの答 ３丁裏
12 1882 2 15 雑税科 〔東城父老伝と申す書の中に…〕 ５丁表 種別に「税」とあるのは「説」の間違いヵ
13 1882 2 19 論題五十ヶ条
13 1882 2 19 正説科 〔前の第十二号に曰ふ人の身に…〕 １丁表
13 1882 2 19 正説科 第八に故我身代を減らすの論　五十ヶ条の一なり ２丁表
13 1882 2 19 問答科 問の部 ４丁表
13 1882 2 19 雑説科 〔世の中の人民ハ困窮すれども…〕 ４丁表
13 1882 2 19 煙草に四益あるの説 ５丁裏
14 1882 2 23 論題五十ヶ条
14 1882 2 23 問答科 答の部　十一に舶来品に贋て造るに利と害あるの説　五十ヶ条

の一なり
１丁表

14 1882 2 23 雑説科 〔世上に品物を買約束して…〕 ５丁裏
15 1882 2 27 論題五十ヶ条
15 1882 2 27 問答科 舶来品に模擬して作るハ利になる歟害になる歟の余論 １丁表
15 1882 2 27 問答科 問の部 ４丁裏
15 1882 2 27 雑説科 〔西洋料理店と申すものが近年…〕 ５丁表
15 1882 2 27 正誤　第十四号 ５丁裏
16 1882 3 3 論題五十ヶ条
16 1882 3 3 新誌の体裁を改むる訳 １丁表
16 1882 3 3 正説問答部 〔問て曰く五十ヶの標題の…〕 １丁表
16 1882 3 3 雑説問答部 問の部 ２丁裏
16 1882 3 3 雑説問答部 答の部　第十一号　霍乱の行方の答 ２丁裏
16 1882 3 3 雑説部 〔大坂より徳島支店某氏当社の…〕 ５丁表
16 1882 3 3 正誤　第十五号 ５丁裏
17 1882 3 9 正説問答部 第十に大愛と小愛と別あるの説　五十ヶ条ノ一ナリ １丁表

雑説問答部 答の部　左伝荘公寝生の説 ２丁裏
17 1882 3 9 雑説問答部 評駁部 ３丁表
17 1882 3 9 雑説問答部 問の部 ４丁表
17 1882 3 9 雑説部 新報の部 ４丁表
17 1882 3 9 雑説部 〔大坂高麗橋四町目三十四の銀行…〕 ４丁表
17 1882 3 9 雑説部 〔熊本県飽田郡小島町村田謙蔵…〕 ４丁裏
17 1882 3 9 雑説部 〔日向の国飫肥の士族時住…〕 ４丁裏
17 1882 3 9 雑説部 〔扨爰に三の不思議あり一に…〕 ５丁裏
17 1882 3 9 正誤　前号 ５丁裏
18 1882 3 15 正説問答部 第十二に国ハ制度にて立つの説　五十ヶ条ノ一ナリ １丁表
18 1882 3 15 雑説問答部 答部 ４丁表
18 1882 3 15 雑説部 〔西京木部一郎氏の投書に曰く…〕 ５丁裏
18 1882 3 15 正誤　第十七号 ５丁裏
19 1882 3 21 正説問答部 第十三に民を富すに四種あるの説　五十ヶ条ノ一ナリ １丁表
19 1882 3 21 雑説問答部 答部　第十二号馬車人力車の利か害かの答の余説 ３丁裏
19 1882 3 21 雑説問答部 答部　第十二号の西洋は智恵や諸芸が日進し日本ハ日退する

の答
４丁表

20 1882 3 27 正説問答部 第十五に物品は消費の道を先とするの説　五十ヶ条の一なり １丁表
20 1882 3 27 雑説問答部 答部　西洋人は諸芸共に日進し日本人ハ日退するの余論 ２丁裏
20 1882 3 27 雑説問答部 答部　第十二号の西洋学を窮理と名を附けられぬ答 ３丁裏
20 1882 3 27 雑説問答部 問部 ５丁表

冒頭に注意書きとして数行掲載



20 1882 3 27 正説問答部 問部 ５丁表
20 1882 3 27 正説問答部 問部 ５丁表
20 1882 3 27 雑説部 〔痳病にハ蜀黍の先きに毛あり…〕 ５丁裏
20 1882 3 27 雑説部 〔さなだ虫にハ芭蕉の根を煎じ詰て…〕 ５丁裏
21 1882 4 3 正説問答部 第十六に上品ハ都会に用ゆるの説　五十ヶ条の一なり １丁表
21 1882 4 3 雑説問答部 答部　第十五号に出たる社を立るが利歟害歟の問に答ふ ２丁裏
21 1882 4 3 雑説部 中風の妙薬の事 ５丁表
21 1882 4 3 雑説部 毒蛇の妙薬 ５丁裏
22 1880 4 13 正説問答部 第十七に国ハ三宝に依て立つの説　五十ヶ条の一なり １丁表 明治13年発行とあるのは明治15年の間違いヵ
22 1880 4 13 雑説問答科 石鹸国の大害たるの説 ４丁表
23 1882 4 23 正説問答部 十八に人を栽ゆるの説　五十ヶ条ノ一ナリ １丁表 冒頭に「樹の字と栽の字と同じく。うゆると読むゆへ同意に用

ゆ」と記載あり
23 1882 4 23 雑説問答部 答の部　気と風と同物なりや否やの説 ４丁表
23 1882 4 23 雑説問答部 答部　紙幣が少くなりて行方の知れぬ問の答 ４丁裏
24 1882 4 26 正説問答部 人を栽ゆるの余論　前号の続き １丁表
24 1882 4 26 雑説部 牛乳大害の説 ３丁表
24 1882 4 26 雑説部 分析して万物の元素を知るの誤りを弁ず ５丁表
25 1882 4 30 正説問答部 第十九に農と駅と益を異にする説　五十ヶ条の一なり １丁表 冒頭に「農ハ農民なり　駅ハ宿町なり」と記載あり
25 1882 4 30 雑説問答部 旧業を失ふ者十二種 ４丁表
26 1882 5 5 正説問答部 前の二十五号の農民と宿駅と益を異にするの余論 １丁表
26 1882 5 5 雑説部 〔西京丁字風呂町加藤義隆氏の投書に曰く…〕 ３丁表
26 1882 5 5 雑説問答部 答部　二十号に出でたる器械ハ利歟害歟の問に答ふ ４丁裏
26 1882 5 5 正誤　前号 ５丁裏
27 1882 5 11 正説問答部 第二十に国を富ますハ碁を打つに似たるの説　五十ヶ条の一な

り
１丁表

28 1882 5 15 正説問答部 前号の余論 １丁表
28 1882 5 15 正説問答部 第二十に便利ハ経済の毒たることを弁ず ３丁表
28 1882 5 15 雑説問答部 農民に美服を許す大害の説 ５丁表
28 1882 5 15 正誤　前号 ５丁裏
29 1882 5 21 正説問答部 鉄道の余論 １丁表
29 1882 5 21 正説問答部 第三十八に人民の妄に殖るハ大害の説 ４丁表
29 1882 5 21 正誤　前号 ５丁裏
30 1882 5 28 雑説問答部 徳川家康公二百五十年の治世を致すの説 １丁表
31 1882 6 5 標題五十ヶ条
31 1882 6 5 正説問答部 第四十九に二暦の便不便の説 １丁表 冒頭に「二暦とハ新暦と旧暦とをさす」と記載あり
32 1882 6 21 標題五十ヶ条
32 1882 6 21 雑説部 徳川家二百五十年の太平を致したる余論 １丁表
33 1882 6 26 標題五十ヶ条
33 1882 6 26 正説問答部 第四十の恒産ハ国を治むるの本とするの説　五十ヶ条の一なり １丁表
33 1882 6 26 正誤　前号 ５丁裏
34 1882 7 5 雑説部 虎列刺病を療治いたす心得 １丁表
35 1882 7 15 （広告） 本社移転広告（曳尾社） 第40号まで連続して掲載
35 1882 7 15 第三十三号の余論 １丁表
35 1882 7 15 雑説部 大きな紙幣を妄りに取り扱ふ大害の説 ５丁裏
36 1882 7 21 正説問答部 鉄道の余論　本誌第二十七号と合せ見玉ふべし １丁表
37 1882 7 25 雑説問答部 蒸気船の大害たるの説 １丁表
38 1882 7 31 正説部 第三十九に大が小になれば国必ず亡ぶるの説　標題五十ヶ条ノ

一ナリ
１丁表

38 1882 7 31 雑説部 簿記印記を用ゆる大害なるや否やの論 ２丁裏 冒頭に「簿記とハ舶来の帳面なり　印記とハ舶来の墨筆なり」と
記載あり

38 1882 7 31 正説問答部 倹約を遍く全国に及さバ人民忽ち衰へるの説　五十ヶ条の中第
二十九の問題

３丁表

39 1882 8 8 （広告） 本社休業（曳尾社） 第40号まで連続して掲載
39 1882 8 8 雑説部 日本にて西洋紙を模造する大害の論 １丁表
39 1882 8 8 雑説部 西洋の国々に行ハる産医の方ハ日本の賀川流より出たる説 ２丁裏
39 1882 8 8 雑説部 開化文章の利害の論 ３丁裏
39 1882 8 8 雑説部 巻煙草に大害あるの論 ４丁裏
39 1882 8 8 正誤　第三十五号 ５丁裏
39 1882 8 8 虎列刺病の余論　本誌第三十四号と合せ見玉ふべし １丁表 39号の附録
40 1882 8 16 正説問答部 第四十八に文も武も共に国を富すの具たるの論 １丁表
40 1882 8 16 コレラ病噪ぎのために諸府県の不景気を醸したる実見の説
40 1882 8 16 〔此の問答新誌を世に顕はす趣意ハ…〕 １丁表
40 1882 8 16 五種の病の事 ５丁裏
40 1882 8 16 八福田に由て僧侶病院貧院を立つる事 ６丁表
40 1882 8 16 八福田に由て僧侶医となり薬園を開きたる事 ６丁裏
40 1882 8 16 八福田に由て僧侶全国の温泉を開きたる事 ６丁裏
40 1882 8 16 〔薬師如来の願力にて按摩…〕 ７丁表
40 1882 8 16 正誤　第三十九号 ９丁裏

40号の附録
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